
タバコの煙には２００種類以上の有害物質と６０種類以上の発ガン物質が含まれています。なのにタ

バコを吸い続ける人がいるのは、「ニコチン依存症」にかかってしまっているからだと言うことを知っても

らいましたね。 

じつは、「ニコチン依存症」の人がタバコを吸うと、その周りにいる人も有害なタバコの煙を吸い込ん

でいるのを気にしたことはあるでしょうか。火のついたタバコからは必ず煙が立ち上ります。下の図にあ

るように、火がついた先端からは常にゆらゆらと煙が出ていますよね。この煙を周りの人は無理やり吸

わされているわけです。 

 

喫煙者自身は火がついた反対側か

らフィルターを通して吸い込みます。こ

の煙は「主流煙」、火元から立ち上って

いる煙は「副流煙」と呼ばれています。 

 

「主流煙」は、吸い込む息のせいで

燃焼温度が高くなるので、発ガン物質

が分解されたうえでフィルターを通過す

るのに対して、「副流煙」は燃焼温度が

低く不完全燃焼の煙が直接吸い込まれ

るのです。 

 

つまり、タバコを吸っている人の煙（主流煙）と吸わされている煙（副流煙）の質はかなり違います。な

んと下の図にあるように、吸わされている煙の方がはるかに有害で危険なのです。ニコチン、タール、

一酸化炭素などの有害成分は約３～５倍も高いなんて驚きませんか。 

だから、大勢の人が集まるところは“禁煙”になっているのは当然だし、人前でタバコを吸うのは、と

ても迷惑な行為だと感じるはずで

すが、残念ながらこの事実を知らな

い人が多いのです。 

 

タバコに興味がなければ関係あ

りませんが、ニコチン依存になると

こんな迷惑行為をしない心がけが

必要なのです。 
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